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〈論 文〉 
役割理論の諸概念と職場におけるロール・コンピテンシー 
杉 浦 正 和 * 
 




The purposes of this paper are to describe the overall picture of concepts regarding role theories, 
to indicate interrelationships among them, and to show a framework of role competency. Reviewed are 
basic concepts such as role expectation, role taking, role perception, role conflict, role distance mainly 
in the context of management at workplaces, and concepts of “role specific competency” and “general 
role competency”. Also described is the result of preliminary research on connections regarding two 
types of role perception and role efficacy in relationship with General Self Efficacy (GSE, n = 401). In 
the last part of this article, it is discussed that two elements of dichotomy shown by Mead (1934), i.e. 
play vs. game, are mutually permeating and substituting through role competency. 
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ーとの関係についての予備的な調査・分析を行った。また、職場においては、ミード（Mead, G. H., 
1934）が役割理論における二項対立として示した「プレイ」と「ゲーム」の間に、ロール・コンピテ
ンシーを通して対立しつつ通低しあう相補関係が成立していることについて言及する。 








 2 ．職場における役割 
 2．1 役割理論の概観とマネジメントの関係 
社会科学の領域における良く知られた役割理論には、ミード（Mead, 1934）によるセルフと社会の
かかわりの分析やマートン（Merton, 1957）によるロール・セットを主要概念とする社会構造の分析
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表１ 「ロール」「プレイ」および「パフォーマンス」の関係 
場 role play performance 
劇場 （俳優の）役 演劇・脚本 実演・上演・演技 
職場 役職・役務・役目 行為・（ゲームを）行う 実績・成績・成果 
（出所）筆者作成 
 








概念・用語 日本語訳 説   明 
role expectation 役割期待 他者からの役割の期待 
role taking 役割取得 役割を引き受けること 
role performance 役割遂行 役割を演じること、演じた結果 
role play 役割演技 役割を演じること、演じるプロセス 









role efficacy 役割効力感 役割を演じることができる自己効力感 
role adaptability 役割適応能力 役割に適応する能力 
role competency 役割能力 役割を演じる能力 
role conflict 役割距離 役割間・役割内の矛盾と軋轢 
role distance 役割葛藤 役割との距離（感） 
（出所）Mead (1934), Merton (1957), Goffman (1959) などをもとに筆者作成 
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（ 2 ）人事部の責任者：「従業員代表（employee champion）」として従業員の声を聞くことが期待さ
れる一方（Ulrich, 1997）で、「雇用者側代表」として被雇用者と対峙したり、場合によっては従業員













 3．4 ロール・ディスタンス 
「ロール・ディスタンス（role distance）」の概念はゴッフマン（Goffman, 1961）によって示された２。 
ステビンズ（Stebbins, 1969）は、ロール・ディスタンスを関連づけられているロール・エクスペク



















バーガーとルックマン（Berger and Luckmann, 1966）は「行為者は行為中は社会的に対象化され
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 4 ．ロール・コンピテンシーとロール・エフィカシー 

















































分類は、これら 5 つの下位カテゴリーとそれぞれ組み合わせることが可能である。 
 




















 4 ．ロール・コンピテンシーとロール・エフィカシー 
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 5 ．ロール・パーセプションとロール・エフィカシーに関する予備調査 




調  査：役割意識に関する予備調査（2012） 

















































































においては、回答者に対してはショルツら（Scholz et al. 2002）が用いた一般性セルフ・エフィカシ
ーに関する質問10項目（表４）に加え、役割に関する質問 2 項目を加えた質問票を配布した。 
役割に関する第 1 の質問（Role 01）はロール・スペシフィック・エフィカシーを想定したロール・
パーセプションに関する質問であり、第 2 の質問（Role 02）は、ジェネラル・ロール・エフィカシー
に関する意識を問うたものに近いと考えられる。回答方法については、1 を「まったく当てはまらな
い」、4 を「まったくその通り」とする 4 段階のリッカートスケールを用いた。 
 



















男性 女性 合計 男性 女性 合計
 GSE 03 私はきっと自分のゴールを達成すると思う。 3.22 3.18 3.21 0.66 0.66 0.66
 GSE 08 問題に直面したときには、私はいくつかの解決策を考えることができる。 3.09 3.08 3.09 0.65 0.68 0.65
 GSE 01 十分に努力すれば、私はいつも難しい問題を何とか解決できる。 3.04 3.11 3.06 0.67 0.67 0.67
 GSE 04 予想外のことが起こっても、上手く処理できる自信がある。 3.01 3.00 3.01 0.73 0.62 0.70
 GSE 09 トラブルに巻き込まれたときでも、私はよい解決策を考えることができる。 3.01 2.96 3.00 0.61 0.59 0.61
 GSE 06 もし必要な努力をすれば、私はほとんどの問題を解決することができる。 2.99 2.96 2.99 0.72 0.76 0.73
 GSE 02 もし反対があっても、自分が望むやり方や方法を見つけることができる。 2.87 2.90 2.88 0.71 0.68 0.70
 GSE 05 私は困難な状況に対処できるので、不測の事態にも対処できる。 2.85 2.88 2.86 0.69 0.69 0.69
 GSE 07 ストレス対応力があるので、困難な状況に直面しても落ち着いていられる。 2.82 2.69 2.79 0.75 0.76 0.76
 GSE 10 何が起きても、私は状況をハンドルする（統御する）ことができる。 2.71 2.76 2.73 0.67 0.65 0.67
 Role 01 私はものごとを行うときに意識して役割を演じている。 2.87 2.81 2.86 0.78 0.81 0.79







平均年齢 企画 営業 技術 情報 経理 人事 調達 法務 その他 その他
人数（人） 構成比 （歳） 経営 ﾏｰｹﾃｨﾝｸ 開発 （人） 財務 購買 不明 不明
男性 296 73.8% 33.2 34.8% 23.3% 11.8% 7.1% 4.4% 5.1% 2.0% 0.3% 11.1% 100.0%
女性 105 26.2% 34.4 22.9% 20.0% 12.4% 5.7% 4.8% 3.8% 3.8% 2.9% 23.8% 100.0%
合計 401 100.0% 33.5 31.7% 22.4% 12.0% 6.7% 4.5% 4.7% 2.5% 1.0% 14.5% 100.0%
有効回答
マーケティング 
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次に、最尤法を用いて因子分析を行った。生別による違いがないことを確認するため、男女別および
合計についてそれぞれ行い結果を比較した。プロマックス回転を用い、いずれも 5 回の回転で類似す




05）」「予想外のこと（GSE 04）」「トラブル（GSE 09）」「何が起きても（GSE 10）」などに関連する
もので「状況対応力」と名づけた。第二の因子は、「努力をすればできる（GSE 06）」「十分に努力す
れば（GSE 01）」「ゴールを達成すると思う（GSE 03）」などに関連するものので「努力と目標達成」
と名づけた。第三の因子は「役割」に関する 2 つの項目（Role 01, Role 02）である。なお、役割に関


















（出所）役割意識に関する予備調査（2012）より筆者作成   注：**. 1 ％水準で有意（2-tailed） 
 
 6 ．おわりに：ロールを媒介としたプレイとゲームの関係 
 6 ．1 職場における「プレイ」と「ゲーム」の二項対立と相互浸透 
ミード（Mead, 1934）が役割理論の嚆矢となった『精神・自我・社会（Mind, Self, and Society）』
においてロール・テイキングの説明のために使った事例は、子供の「ごっこ遊び（play）」と「ゲーム
（game）」であった。ミードはこれらを二項対立的に捉えた。 
��� n= 401 �� n= 296 �� n= 105
   
1 2 3 1 2 3 1 2 3
GSE 05 .796 .464 .215 GSE 05 .844 ‐.071 .011 GSE 08 .717 ‐.094 ‐.138
GSE 04 .781 .442 .197 GSE 04 .836 ‐.033 ‐.064 GSE 09 .694 .031 .067
GSE 09 .671 .418 .276 GSE 09 .635 .047 .010 GSE 10 .657 ‐.030 .106
GSE 10 .587 .413 .250 GSE 10 .483 .149 .000 GSE 05 .611 .259 ‐.072
GSE 07 .524 .331 .306 GSE 07 .444 .126 .088 GSE 07 .564 ‐.194 .111
GSE 08 .453 .271 .276 GSE 08 .358 .035 .154 GSE 04 .501 .239 .037
GSE 06 .404 .812 .157 GSE 02 .265 .249 ‐.082 GSE 06 ‐.166 .784 ‐.027
GSE 01 .485 .731 .239 GSE 01 .020 .805 ‐.022 GSE 01 ‐.099 .643 .238
GSE 03 .484 .589 .176 GSE 06 ‐.036 .801 ‐.020 GSE 02 .063 .628 ‐.103
GSE 02 .398 .428 .116 GSE 03 .195 .469 .067 GSE 03 .097 .557 ‐.063
Role 02 .332 .202 .726 Role 01 ‐.085 .016 .917 Role 02 .015 ‐.008 .996
Role 01 .221 .171 .718 Role 02 .167 ‐.054 .535 Role 01 .034 ‐.020 .573
因子因子 因子
 Role 01 「私はものごとを行うときに意識して役割を演じている」 1 .531 ** .217 **
 Role 02 「私はほとんどの役割を上手く演じることができる」 .531 ** 1 .292 **
 GSE Total 一般性セルフ・エフィカシー（GSE） 01‐10の合計点 .217 ** .292 ** 1
Role 01 Role 02 GSE Total
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 1  職場における役割に関する用語としては「オキュペーショナル・ロール（occupational role）」を用いる場合も
ある（Heard, 1977など）が、本稿においては単に「ロール」と表記する。 




 3  原文は “ this ‘effectively’ expressed pointed separateness between the individual and his putative 
(commonly accepted) role”(Goffman, 1961: 108)である。 
 4  原文は“When needed skills and knowledge are available at the right time, the organization benefits and 
its employees experience an increased sense of self-worth and economic well-being. (Beer et al, p.19)” 




 6  「ほとんどの」という文言が質問に含まれることが低い平均値につながった可能性も否定しきれないが、得点の
高い GSE 項目にも「きっと」「いつも」「上手く」といった形容詞が含まれることから、この懸念についてはあ
る程度緩和されていると見てよいと考える。 
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 1  職場における役割に関する用語としては「オキュペーショナル・ロール（occupational role）」を用いる場合も
ある（Heard, 1977など）が、本稿においては単に「ロール」と表記する。 




 3  原文は “ this ‘effectively’ expressed pointed separateness between the individual and his putative 
(commonly accepted) role”(Goffman, 1961: 108)である。 
 4  原文は“When needed skills and knowledge are available at the right time, the organization benefits and 
its employees experience an increased sense of self-worth and economic well-being. (Beer et al, p.19)” 




 6  「ほとんどの」という文言が質問に含まれることが低い平均値につながった可能性も否定しきれないが、得点の
高い GSE 項目にも「きっと」「いつも」「上手く」といった形容詞が含まれることから、この懸念についてはあ
る程度緩和されていると見てよいと考える。 






Bandura, Albert (1995) “Self-Efficacy in Changing Societies”, Cambridge University Press, 本明寛他訳（1995）
『激動社会の中の自己効力』金子書房. 
Bandura, Albert (1997) “Self-Efficacy: The Exercise of Control”, Freeman. 
Beer, Michael; Spector, Bert; Lawrence, Paul R.; Mills, D. Quinn; Walton, Richard, E.（1984）“Managing 
Human Assets: The Groundbreaking Harvard Business School Program”, 梅津祐良訳（1990）『ハーバード
で教える人材戦略』日本生産性本部. 
Berger, Peter L; Luckmann, Thomas (1966) “The Social Construction of Reality: A Treatise in the Sociology of 
Knowledge”, Doubleday, 山口節郎訳（1977年）『日常世界の構成 ―― アイデンティティと社会の弁証法』新曜
社／新訳山口節郎訳（2003年）『現実の社会的構成 ―― 知識社会学論考』新曜社. 
Blumer, Herbert (1969) “Symbolic Interactionism: Perspective and Method”, Prentice Hall, 後藤将之訳（1991）
『シンボリック相互作用論 ―パースペクティヴと方法』勁草書房. 
Coser, Rose L. (1966) ‘Role Distance, Sociological Ambivalence, and Transitional Status Systems’ American 
Journal of Sociology, The University of Chicago Press. 
藤本哲史（2009）「ワーク・ライフ・バランスと企業組織への課題」、佐藤博樹編『人事マネジメント』「叢書・働く
─   ─ 29
ということ」ミネルヴァ書房. 
Goffman, Erving (1959) “The Presentation of Self in Everyday Life, Doubleday”, 石黒毅訳（1974）『行為と演技
―日常生活における自己呈示』誠信書房. 
Goffman, Erving (1961) “Encounter”, 佐藤毅・折橋徹彦訳（1985）『出会い ― 相互行為の社会学』誠書信房. 
Heard, Cynthia (1977) ‘Occupational Role Acquisition: A perspective on the Chronically Disabled’, American 
Journal of Occupational Therapy, Vol 31, No.4, pp.243-247. 
Hughes, Everett C. (1956) ‘Social Role and the Division of Labor’ The Midwest Sociologist, Vol. 18, No.2, pp.3-7. 
栗原孝（1983）「役割能力論の考察 ―Ｊ・ハーバーマスの人格論によせて」『社会学評論』Vol. 34, No.3, pp.309-32. 
Mead, George H. (1934) “Mind, Self, & Spciety – from the Standpoint of a Social Behaviorist”, Morris, Charles W. 
(Ed.), University of Chicago, 河村望訳（1995）『精神・自我・社会』（デューイ = ミード著作集 6 ）人間の科
学社. 
Merton, Robert K. (1957) ‘The Role Set: Problems in Sociological Theory’, British Journal of Sociology, Vol. 8, 
No.2, pp.106–120. 
太田隆次（1999）『アメリカを救ったコンピテンシー』経営書院. 
Scholz, Urte; Gutiérrez Doña, Benicio; Sud, Shonali; Schwarzer, Ralf (2002) ‘Is General Self-Efficacy a 
Universal Construct? Psychometric Findings from 25 Countries’, European Journal of Psychological 
Assessment, Vol 18, No.3, pp.242-251. 
Stebbins, Robert A (1969) ‘Role Distance, Role Distance Behaviour and Jazz Musicians’, The British Journal of 
Sociology, Vol. 20, No.4, pp.406-415. 
Strauss, Anselm, L. (1959), “Mirrors & Masks: The Search for Identity”, Free Press (1997, Transaction 
Publishers, 片桐雅隆監訳（2001）『鏡と仮面』世界思想社. 
Sugiura, Masakazu; Reiji Otaki; Hiroyoshi Umezu (2010) “Fundamentals of Human Capital Management for 
Asian Global Companies”, Marshall Cavendish. 
杉浦正和, 枝川義邦（2012）「大企業の先端技術研究者の一般性セルフ・エフィカシー」『早稲田大学国際経営研
究』Vol.43, pp.81-96. 
富永健一（1995）「行為と社会システムの理論 ―― 構造－機能－変動理論をめざして」東京大学出版会. 
Ulrich, David (1997) “Human Resource Champions: The Next Agenda for Adding Value and Delivering Results” 
Harvard Business Press, 梅津祐良訳（1997）『MBA の人材戦略』日本能率協会マネジメントセンター. 
Weick, Karl E. (1969) “The Social Psychology of Organizing” Addison-Wesley, 遠田雄志訳（1997）『組織化の社会
心理学』文眞堂. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
